商品売買契約書
売主___________________________（以下「甲」）と、買主___________________________（以下「乙」）は、次のとおり商品売買契約（以下「本契約」）を締結した。

第１条（目的）

甲は、下記商品（以下、「商品」という。）を乙に売り渡し、乙は、これを買い受ける。

①品名___________

②数量___________

第２条（売買代金）

商品の単価は、金_________________円、

支払い総額は、金_________________円とする。

第３条（引渡しの時期・方法・費用負担）

甲は、商品、_________年_____月_____日までに、乙に持参して納品する。なお、納品に要する費用は甲が負担する。

第４条（検査及び引渡しの完了）

①乙は、引渡し後_____日以内に本件商品の検査をし、もし不良品があった場合、その分を甲の費用で返品、または別の同商品と交換することができる。

②乙の検査終了と同時に引渡しの完了とする。

第５条（代金の支払方法）

乙は、売買代金を、前条２項に規定する物品の引渡しの完了後_____日以内に、甲の指定する銀行口座に振込む方法にて支払う。なお、支払いに要する手数料は乙が負担する。

第６条（所有権の移転時期）

商品の所有権は、前条の売買代金支払完了と同時に乙に移転する。

第７条（危険負担）

商品の引渡し前に生じた物品の滅失、毀損、盗難については、甲の負担とし、商品の引渡し後に生じた物品の滅失、毀損、盗難については、乙の負担とする。

第８条（瑕疵責任）

甲は乙に対して、商品の引渡しの日から_____年間は、商品の瑕疵について責任を負うものとし、補修に要する費用は甲が負担する。但し、乙の故意・過失による場合は除く。

第９条（解除）

甲または乙が本契約に違背したときは、相手方は催告を要せず、直ちに契約を解除し、その損害を賠償することができる。

第１０条（信義則）

甲および乙は、本契約の各条項の解釈につき疑義が生じたとき、または本契約に定めのない事項が生じたときは、お互いに誠実に協議してこれを解決するものとする。

第１１条（管轄）

本契約に関する紛争については_______地方（簡易）裁判所を第一審の専属管轄裁判所とする。

以上、本契約の成立を証として、本契約書を2通作成し、甲乙が署名捺印の上、各1通を保有する。

令和___年___月___日

甲　　住所：

　　　 会社名（氏名）：

　　　 代表者：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

乙　　住所：

　　 　会社名（氏名）：

　　 　代表者：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

